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〜プロローグ〜　「新成人祝賀式」

　平成 24 年１月５日（木），９日（月・祝日）の
「成人の日」に先立ちまして，武蔵野銀行では平成
22 年３月に高等学校を卒業し４月に入行した 29 名
の「新成人祝賀式」を執り行いました。今年で５回
目となる「新成人祝賀式」は平成 18 年度に当行が
高等学校を卒業した生徒の採用を再開してから続け
ています。当日の式典には当行の取締役全員が参列
し，加藤喜久雄頭取から祝辞のほか，お祝い品（今
年は，昨年大活躍した女子サッカー日本代表なでし
こジャパンのキャプテン澤穂希さんの著書「負けな
い自分になるための 32 のリーダーの習慣」と「祝
成人」の文字が入ったミキモト製ブックマーク）が
一人一人に手渡されました。
　式典後には参加者全員で記念撮影をし，その後，
取締役や先輩行員と会食が行われましたが，頭取の
意向で当日は和やかな雰囲気になるよう普段着で出
席した新成人たちはテーブル毎に楽しく会話を弾ま
せていました。新成人たちは，あらためて武蔵野銀
行の行員として働く気持ちを強めてくれたのではな
いかと思います。なお，当日の式典や会食の様子を
収めた写真を，無事にここまで育ててこられた新成
人のご家族の皆様にも感謝の意を表して後日進呈い
たしました。

新成人祝賀式の様子（前列中央は加藤頭取）

１．武蔵野銀行と高卒者採用

　武蔵野銀行は戦後に設立された銀行で平成 24 年
４月に創業 60 周年を迎えました。埼玉県に本店を
置く唯一の地方銀行で，銀行の規模を示す預貸金量
では全国地方銀行の中で中位よりやや上に位置して
おります。埼玉県内に 93 店舗中 91 店舗を有し県内
に特化した営業を展開し，従業員数は約 2,200 人で
す。
　当行では平成 18 年から 10 年ぶりに高等学校卒業
の生徒（以後，「高卒者」といいます）の採用を再
開しました。平成８年まで高卒者の採用を行ってい
ましたが，①少子化や女性の社会進出により大学や
短大への進学率が高まったことから優秀な生徒の確
保が難しくなってきたこと，②当時の高卒入行者は
銀行が育成して一人前に成長する前に早期退職して
しまう者が多かったこと等から，平成９年以降は高
卒から短大卒・大卒に完全にシフトして，高卒者採
用は中断しました。
　現在も高卒者採用中断時と同様に大学や短大への
進学率は高くなっていますが，その中で当行が高卒
採用を再開した背景をお話ししますと，銀行を取り
巻く環境が中断当時とは大きく変わってきたことが
挙げられます。
　まずは金融業界では規制緩和が進展し，銀行では
それまで販売出来なかった投資信託や損害保険，生
命保険等の商品が販売できるようになりました。し
かしながら，販売するには様々な資格が必要になり
ます。また多様な商品を取り揃えてお客さまのニー
ズにあわせて販売していくには，経験やノウハウが
重要になってきます。それまでは，銀行内にも「女
性は５〜６年勤めてもらえれば…」というような空
気が流れていたのは事実ですが，様々な資格を取得
させるための育成に時間もコストもかかるようにな
った上，経験によって培われる販売スキルを銀行内
に残していくには，出来るだけ長く働いてもらいた

武蔵野銀行人事部　高倉　啓

「働く覚悟」から見える高校生の魅力



— 13 —

いと考えるようになってきました。
　また，銀行内には，非正規社員である臨時従業員
いわゆるパートが増えていました。高卒採用中断以
降には，大手金融機関が破綻するなど銀行業界も非
常に厳しい時代がありましたので，その当時は正社
員の採用を抑えてパートを増加させてきた経緯があ
ります。たしかにパートは雇用調整をしやすいとい
ったメリットがありますが，逆に言えば安定的な労
働力の確保が難しく，また規制緩和により販売可能
になった商品を取扱うために中長期的な視点で育成
していくには向いていないといったデメリットもあ
ります。そこで，当時の人事担当役員（現在の加藤
頭取）の発案もありまして，臨時従業員をこのまま
増加させるよりも，地元の金融機関として，就職環
境の厳しい県内の高卒者を採用して計画的に育てて
みようということになりました。

２．高卒者を採用してみて

　再開当初はどちらかというと，高卒者の採用は地
元の金融機関としてのＣＳＲ（企業の社会的責任）
的な意味合いが強く，戦力として成長するかどうか
は正直言って半信半疑でしたが，これはいい意味で
裏切られました。
　まずは退職率が想定以上に低くなっています。平
成 18 年から６年間で計 156 名の高卒者を採用しま
したが，現在（平成 24 年１月末時点）でも 145 名
が在籍しており，退職率約７％と非常に優秀な数字
となっております。後ほどお話しいたしますが，こ
れはやはり高等学校の先生方のお力なのでしょうが，

「働く覚悟」がしっかりとできているからかなと思
います。ただ単に「退職しない」だけではなく，仕
事に対しても真剣に取り組んでいますし，貪欲に新
しい知識を吸収しようとしています。
　また，前述のとおり，銀行では様々な商品の取り
扱いができるのですが，それには様々な資格が必要
であり，資格取得のために試験に合格しなければな
りません。しかしながら，商業高校では在学中に
様々な検定試験を受検させるようで，また受検のた
めの勉強方法の伝授や資格取得に向けたモチベーシ
ョンの向上もなされるようですので，高卒者は銀行
に入行してからも割と抵抗感なく資格試験に向けて
取り組んでいます。
　なお，実際の試験においては，１度目の試験での
合格率は残念ながら大卒者には劣りますが，再受験

で大半の高卒者は合格しています。また，大卒者で
も不合格になる者もいる中で，高卒者でも１回で合
格する者もいるので，個々人で見れば，決して大卒
者に負けているわけではありません。
　話は変わりますが，昨年 11 月に，私は全国商業
高等学校長協会による「就職問題連絡協議会」に参
加させていただきまして，全国の地区ブロック等か
ら出席された校長先生と意見交換をしました。意見
交換の場で，校長先生の皆さまは高校生の就職率が
高まらないことを何とかしたいと切実に訴えられて
いまして，就職担当の先生とご一緒に校長先生自ら
積極的に企業に足を運んで採用してほしい旨のご依
頼をされていると聞きまして，本当に頭が下がる思
いでした。その中で企業側に「高卒者は人間的に未
成熟なので大卒者が欲しい」と言われてしまったと
の話がありましたが，私は平成 18 年度から採用し
た高卒者を見ていて決してそんなことはないと思っ
ております。なぜならば，先ほど申し上げたとおり，
高卒者は銀行に入ってからの「働く覚悟」がしっか
りと出来ていまして，その「働く覚悟」を比較した
場合にはむしろ大卒者の方が未熟に見えてしまうこ
とがあるからです。
　現在は，希望すれば比較的誰もが大学に入れる時
代ですし，親の方が「自分の子供には大学くらいは
卒業してほしい」と，進んで大学に行かせようとし
ています。ですから，主体的にあるいは明確な目標
を持って大学に行っているわけではない大学生もい
るわけで，そういった大学生は卒業後に「なぜ自分
は働くのか」といった「働く覚悟」が全くできてい
ないケースも多々あります。私は大卒者の採用面接
もしていますが，彼らの就職活動はどちらかという
と「卒業後に働く」ことよりも大学を卒業する時期
が来たから次の順序として「就職の内定をもらう」
ことが目的となっていて，卒業後に自らが働くイメ
ージを持っていない者もたくさん面接にやってきま
す。また銀行に入行した後も，高卒者でも合格する
資格試験になかなか合格しない者や，仕事に対する
姿勢が受け身で言われないと動けないあるいは動か
ないからいつまで経っても成長しない者も見受けら
れます。そういった者たちと比べますと，高卒者の
方が格段に「働く覚悟」ができていますので，会社
に入ってからの成長が期待できるのです。
　また，商業高校出身者は，これも高等学校の先生
方のご指導の賜物でしょうが「数字」に関する感度
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が鋭く，たとえば計算間違いで桁違いなどがあった
場合に違和感が働き未然に察知して大きなトラブル
にならずにすむといったこともあります。これは数
字を扱う銀行としては非常に助かります。

３．育成方針

　先ほど，「高卒者は人間的に未成熟」とありまし
たが，高卒者と大卒者を比較すれば当然のことなが
ら 4 歳以上の年齢の差があるわけです。そういった
意味では如何ともしがたいことでありますが，むし
ろ，この４歳の差，４年間で高卒者をどれだけ成長
させるかが，企業の育成担当の立場からすれば大い
にチャレンジする価値のあることだと考えておりま
す。高等学校の先生方が手塩にかけてお育てになっ
た生徒を我々企業の育成担当者がそのバトンを引き
継いで育てていくのは，社会的にもたいへん有意義
なことでありまして，当行としても地元の金融機関
としての１つの使命ではないかなと思っております。
　とはいえ，平成 18 年の採用再開当初は，以前に
高卒者を採用していた当時とは時代も変わり，また
久しぶりということもあって，どうやって育ててい
こうかと戸惑いもありましたが，ようやく最近は育
成スタイルを確立することができてきました。しか
し，そこまで辿り着けたのは，採用再開にあたって
ご協力いただいた各高等学校の校長先生や就職担当
の先生が，久しぶりにも拘らず校内の優秀な生徒を
当行に推薦いただいたことが何よりも大きかったと
思っております。それがあって当行も高卒者の育成
に自信を持てたのだと考えています。
　当行では現在，高卒者につきましては，入行して
から１年６ヶ月の間で営業店の窓口担当として活躍
できるレベルまで育成することを目標としています。
そのための育成カリキュラムを用意して営業店と本
部が一体となってその成長を支援しています。具体
的には営業店では先輩が指導員となって実務の指導
にあたり，本部ではマナーや身だしなみ，業務知識
や商品知識の習得等の集合研修を行っています。ま
た，この１年６ヶ月の間に「証券外務員資格（特別
会員二種）」「損害保険募集人資格」「生命保険募集
人資格（一般課程・専門課程・変額保険）」の資格
を取得させます。ほとんどの高卒者がこの１年６ヶ
月で取得することができています。
　その他，銀行業務検定等の各種検定試験の積極的
な受検を推奨しています。昨年は平成 22 年度入行

の高卒者に入行後１年を過ぎたところで銀行の預金
業務の基本事項の習得度を確認する「預金中級」検
定試験の受検を推奨したところ，多くの者がチャレ
ンジしてくれまして見事６名が合格いたしました。
正直，入行後１年を過ぎたところではまだ早いので
はないかと思ったのですが，人事部の投げ掛けに応
えてくれて結果まで出してくれることはたいへん嬉
しいことで，本当に育成担当者冥利に尽きます。
　また，「３級金融窓口サービス技能士」という国
家資格があるのですが，この資格に入行２〜３年目
で積極的にチャレンジする高卒者が多く見られます。

「金融窓口サービス技能士」は名前のとおり，銀行
の営業店窓口でお客さまに応対するにあたって必要
な知識の保有レベルを認定する資格でありまして，
採用時の面接でも多くの生徒が「窓口で仕事をした
い」と話していることから，同世代の多くが大学生
生活を送っている中で，自分の将来の夢や希望に向
けて努力しているのだなと感心させられます。
　当行では昨年 10 月に「２級金融窓口サービス技
能士」の資格取得を目指した養成講座を開設しまし
た。広く応募者を公募したのですが，別途平成 18
〜 19 年入行の高卒者にも講座への参加を推奨した
ところ，14 名の応募があり，今年１月に検定試験
を受検しました。「２級」は「３級」の上位資格で

「３級」よりも幅広くかつ専門性の高い知識の習得
レベルが求められますが，「２級」に合格すれば対
外的にも一人前の銀行員として認められますので，
個人的には，同世代の大卒者が入行してきて新入行
員として基本的な銀行業務を習得している時期に，
高卒者にこのような国家資格を取得させることで，
先に当行に入行したアドバンテージを活かして自信
をつけてもらいたい，と考えております。
　また，当行としても「武蔵野銀行に入行したら，
たとえ大学に行かなくても一人前の社会人として，
そして銀行員として成長できる」というように埼玉
県民の皆さまから認めてもらえたら嬉しい，と思っ
ております。大学の授業のような幅広い一般教養や
専門的な学問は企業ではなかなか教えることはでき
ませんが，金融のプロである銀行員としての専門的
知識やスキル，社会人としてのマナーや身だしなみ
等については自信を持って教えることができます。
　そして，いずれは高卒者が「金融窓口サービス技
能士」の最上位である「1 級」の資格にチャレンジ
して合格し，名実ともに銀行窓口業務のスペシャリ
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ストとして「武蔵野銀行の営業店の『顔』」になっ
てほしいと思っておりますが，そんな日は決して遠
くない未来にやってくるであろうと信じております。

４．学校と企業の連携

　先ほど，高等学校の皆さまが企業からの採用枠の
確保に汗を流されていて，本当に頭が下がる思いだ
と申しました。その一方でたいへん言いにくいこと
で失礼を承知でお話し申し上げるのですが，先生方
も現状の企業の求める人材等についてももう一歩踏
み込んでご理解いただいた方がよろしいのではない
かと思うこともあります。
　先の「就職問題連絡協議会」の中で，「事務職」
の枠を増やしてほしいとのご意見がございましたが，
現在ではＩＴ機器の飛躍的進歩と非正規社員の増加
により，一昔前と比べて純粋な正社員の「事務職」
枠が減少しており，もしかしたら企業側の需要との
ミスマッチがあるのではないかと考えております。
現に，武蔵野銀行においても，20 〜 30 年前は正行
員が従事していたような業務，たとえばそろばんや
電卓での計算はＩＴ機器に，庶務業務や事務機器操
作の担い手はパートにほとんど代替されております。
では正行員は営業店で何をしているかというと，銀
行は公共的使命が強いものの基本的にはサービス業
ですから，お客さまといかに適正なコミュニケーシ
ョンがとれるかが大事であって，正行員は誰もがお
客さま対応を的確にできないと務まらないのが実態
です。ですから，求める人材は「事務職」よりもむ
しろ「営業職」に近いのです。
　しかしながら，いまだに高等学校側は，生徒が

「事務職」希望ということで当行に推薦してこられ
るケースがあります。「事務職」の中には「人と接
するのが苦手だから」といったどちらかというと後
ろ向きの理由で選択する生徒もいらっしゃるようで，
そうした場合は採用後にお互いが不幸になるのが見
えていますから，銀行としても，どんなに成績が優
秀な生徒であっても採用面接後にご遠慮いただくと
いうことがあります。そういった意味では，成績が
優秀に越したことはありませんが，それ以上に「コ
ミュニケーション力」が重要となってきます。
　このような話を先の協議会の中でもさせていただ
きましたところ，その後の懇親会において，ある校
長先生から「先般，日商簿記１級の資格も持ってい
て自信を持って推薦した生徒がある企業の採用面接

で不合格になったけど，先ほどの話でわかったよう
な気がしました」とお話しいただきました。このよ
うに，こういった所にもやはり企業側の求める人材
とのミスマッチもあるように思います。
　当行では，なるべくそういったミスマッチを回避
すべく，最近は校長先生や就職担当の先生と意見交
換を密にしてギャップを埋めてきておりまして，引
き続き機会を設けては意見交換していきたいと思っ
ております。やはり，生徒の就職にあたっては企業
側や高等学校側の都合もあるのは事実ですが，主人
公は生徒であって，生徒の幸せを第一に考えていか
なければならないと思います。
　しかしながら，高等学校側にとっては「成績」は
可視化できる客観的なものですが，「コミュニケー
ション力」などは，なかなか厄介なもので，学校内
において客観的な順位付けが難しく，特に生徒の親
御さんにはなかなか説明ができなくて，就職先の推
薦にあたって納得を得られず苦労されることもあろ
うかと思います。それでも，やはり生徒の将来を最
優先して，その生徒が不幸にならないようにしてあ
げるのが，我々大人の役割ではないかと考えます。

〜エピローグ〜

　高卒者の採用を再開して６年が経過し，すっかり
定着感があるここ数年，中学生が高校を受験するに
あたって「武蔵野銀行に就職することを目指して採
用実績のある高校を選択する」という話も聞こえて
きます。ほんの僅かでしかありませんが埼玉県内の
生徒の人生の選択肢が増えた気がして嬉しく感じて
おります。
　ただ，当行の高卒採用枠を格段に増やすことは極
めて難しく，就職難の中，「採用」という直接的な
形での協力は限度がありますが，高卒者採用事例を
学校関係者や企業の採用担当者に広めていくことで
お手伝いできるのではないか，そして当行で採用し
た高卒者が更に活躍できるように育成に力をいれる
ことで高卒者の価値を高めていくことはできるので
はないか，と考えておりまして，商業高校の先生の
皆さまにエールを送るとともに引き続き一緒に頑張
っていきたいと思っております。
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、
武
蔵
野
銀
行
は
、
今

年
度
20
歳
を
迎
え
る
高
卒
行
員
31
名

の
新
成
人
を
行
内
で
祝
う
「
新
成
人

祝
賀
式
」
を
さ
い
た
ま
市
内
で
開
い

た （
写
真
）。

　

加
藤
喜
久
雄
頭
取
を
含
め
て
全
役

員
が
駆
け
つ
け
、
一
人
ひ
と
り
に
ミ

キ
モ
ト
の
ブ
ッ
ク
マ
ー
カ
ー
と
伊
集

院
静
氏
の
著
書
『
伊
集
院
静
の
「
贈

る
言
葉
」』
が
記
念
品
と
し
て
贈
ら

れ
た
。
フ
ラ
ン
ク
に
話
せ
る
よ
う
に
、

新
成
人
の
行
員
は
普
段
着
で
参
加
し
、

ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
な
か
、

各
テ
ー
ブ
ル
で
懇
談
を
楽
し
ん
だ
。

新
成
人
祝
賀
式
は
、
今
回
で
７
回
目

に
な
る
。

　

武
蔵
野
銀
行
に
と
っ
て
、
高
卒
行

員
は
な
く
て
は
な
ら
な
い
存
在
だ
。

大
学
進
学
率
の
高
ま
り
な
ど
か
ら
高

卒
採
用
を
と
り
や
め
て
い
た
時
期
も

あ
っ
た
が
、
２
０
０
６
年
、
10
年
ぶ

り
に
高
卒
採
用
を
再
開
。
現
在
ま
で
、

毎
年
平
均
30
〜
35
名
程
度
を
採
用
し

て
い
る
。
大
卒
採
用
（
今
年
４
月
入

行
は
84
名
）
は
７
割
が
男
性
の
た
め
、

あ
わ
せ
る
と
多
少
、
女
性
の
ほ
う
が

多
い
人
数
に
な
る
。

　

高
卒
採
用
再
開
の
き
っ
か
け
は
、

地
元
・
埼
玉
へ
の
地
域
貢
献
と
い
う

問
題
意
識
だ
。
当
時
、
埼
玉
の
高
卒

就
職
率
は
非
常
に
厳
し
い
状
況
だ
っ

た
。そ
の
と
き
、人
事
担
当
役
員
を
務

め
て
い
た
加
藤
頭
取
の
発
案
で
、
地

元
に
根
ざ
す
銀
行
と
し
て
、
県
内
の

高
卒
者
を
採
用
し
て
育
て
て
み
よ
う

と
い
う
こ
と
に
な
っ
た
。
戦
力
と
し

て
成
長
す
る
か
ど
う
か
は
当
初
、
半

信
半
疑
だ
っ
た
と
い
う
が
、
そ
れ
は

「
い
い
意
味
で
裏
切
ら
れ
た
」（
人

事
部
人
事
企
画
グ
ル
ー
プ
・
人
材
育

成
グ
ル
ー
プ
の
高
倉
啓
グ
ル
ー
プ

長
）。
高
卒
行
員
が
現
在
で
は
貴
重

な
戦
力
に
育
っ
て
き
て
い
る
か
ら
だ
。

内
定
＝
ゴ
ー
ル
で
は
な
い

　

少
子
化
で
え
り
好
み
し
な
け
れ
ば
、

だ
れ
で
も
大
学
に
入
れ
る
時
代
。
大

卒
採
用
で
は
、
大
学
を
卒
業
す
る
時

期
が
き
た
か
ら
、
次
は
就
職
の
内
定

と
い
う
コ
ー
ス
に
乗
っ
て
、「
卒
業

後
に
自
ら
が
働
く
イ
メ
ー
ジ
を
も
っ

て
い
な
い
者
が
た
く
さ
ん
面
接
に
や

っ
て
く
る
」（
高
倉
グ
ル
ー
プ
長
）。

　

内
定
が
ゴ
ー
ル
に
な
っ
て
し
ま
っ

て
い
る
か
ら
、
会
社
に
入
っ
た
後
、

「
こ
ん
な
は
ず
で
は
な
か
っ
た
」
と

フ
ェ
ー
ド
ア
ウ
ト
し
て
し
ま
う
者
も

出
て
く
る
（
こ
う
し
た
ミ
ス
マ
ッ
チ

を
防
ぐ
た
め
、
武
蔵
野
銀
行
は
採
用

で
、
よ
い
面
だ
け
を
強
調
す
る
の
で

は
な
く
、
あ
り
の
ま
ま
を
み
せ
る
こ

と
を
大
事
に
し
て
い
る
）。

　

そ
れ
と
比
べ
る
と
、
高
卒
生
は
、

06
年
の
採
用
再
開
以
降
は
即
戦
力
を

求
め
て
商
業
高
校
か
ら
の
採
用
を
中

心
に
し
て
い
る
こ
と
か
ら
、「
働
く

覚
悟
が
し
っ
か
り
で
き
て
い
る
」

（
同
）。〝
働
く
覚
悟
〞
を
比
較
す
れ

ば
、
む
し
ろ
大
卒
者
の
ほ
う
が
未
熟

に
み
え
て
し
ま
う
こ
と
も
あ
る
と
い

う
。

　

高
卒
行
員
は
、
社
会
人
と
し
て
の

心
構
え
を
学
ぶ
入
行
当
初
の
研
修
の

武
蔵
野
銀
行
は
、
毎
年
30
～
35
名
程
度
の
高
卒
者
を
採
用
し
て
い
る
。
一
般
職
と
し
て
の
採
用
だ
が
、
5
年
目

以
降
、
総
合
職
に
転
換
で
き
る
制
度
も
用
意
し
、
基
本
的
に
は
将
来
、
総
合
職
と
し
て
働
い
て
も
ら
う
こ
と
を

見
据
え
て
い
る
。
高
卒
採
用
者
の
特
長
は
、「
働
く
覚
悟
」
が
で
き
て
い
る
こ
と
。
一
生
懸
命
仕
事
に
取
り
組
み
、

離
職
率
も
低
い
こ
と
か
ら
、
貴
重
な
戦
力
に
育
っ
て
き
て
い
る
。
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一
部
を
除
き
、
基
本
的
に
は
大
卒
行

員
と
同
じ
研
修
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
が
組

ま
れ
て
お
り
、
５
月
に
は
大
卒
行
員

と
と
も
に
預
金
中
級
の
受
験
に
臨
む
。

大
卒
行
員
が
入
行
ま
で
に
銀
行
業
務

の
イ
ロ
ハ
を
学
ぶ
通
信
教
育
を
受
講

し
、
証
券
外
務
員
資
格
の
取
得
を
行

っ
て
い
る
一
方
、
卒
業
ま
で
学
業
優

先
が
求
め
ら
れ
る
高
卒
行
員
は
そ
う

い
っ
た
準
備
が
な
い
ま
ま
入
行
を
迎

え
て
い
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、

昨
年
、
預
金
中
級
の
行
内
上
位
３
位

に
高
卒
行
員
が
入
っ
た
。

　

平
均
合
格
率
は
大
卒
と
比
べ
れ
ば

低
か
っ
た
も
の
の
、
高
卒
者
も
「
能

力
・
や
る
気
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、

大
卒
に
見
劣
り
し
な
い
こ
と
が
証
明

さ
れ
た
」（
同
）。
商
業
高
校
で
は
在

学
中
に
さ
ま
ざ
ま
な
検
定
試
験
を
受

験
し
て
い
る
た
め
、「
入
行
し
て
か

ら
も
抵
抗
感
な
く
、
資
格
試
験
に
向

け
て
取
り
組
ん
で
い
る
」（
同
）
と

い
う
。

５
年
目
で
金
窓
２
級

　

高
卒
採
用
の
行
員
は
一
般
職
と
し

て
入
行
す
る
。
過
去
、
お
も
に
パ
ー

ト
職
員
が
担
っ
て
い
た
仕
事
の
代
替

を
前
提
と
し
て
い
た
時
期
は
、
事
務

の
仕
事
を
行
う
の
が
前
提
だ
っ
た
が
、

現
在
で
は
「
５
年
目
以
降
、
総
合
職

へ
転
換
す
る
こ
と
を
見
通
し
た
採
用

を
行
っ
て
い
る
」（
高
倉
グ
ル
ー
プ

長
）。

　

武
蔵
野
銀
行
の
場
合
、
転
居
を
伴

う
遠
方
へ
の
転
勤
は
な
い
た
め
、
勤

務
地
と
い
う
条
件
で
総
合
職
と
一
般

職
を
分
け
る
必
然
性
は
な
い
。
事
務

の
Ｉ
Ｔ
化
が
進
み
、
全
員
営
業
態
勢

で
皆
が
顧
客
の
ほ
う

を
向
い
て
仕
事
を
す

る
と
い
う
こ
と
を
考

え
る
と
、
働
き
方
の

差
も
生
じ
な
い
。

　

だ
か
ら
こ
そ
、
入

行
当
初
か
ら
大
卒
と

同
様
に
、
資
格
試
験

の
取
得
に
積
極
的
に

励
ん
で
も
ら
い
、
最

初
の
１
年
半
経
過
後

に
ロ
ー
ン
、
預
り
資

産
の
販
売
を
含
む
窓

口
で
の
応
対
が
で
き

る
ま
で
〝
鍛
え
る
〞

方
針
を
と
っ
て
い
る
。

従
来
、
支
店
の
状
況

に
合
わ
せ
て
配
属
を

決
め
て
い
た
面
も
あ

っ
た
が
、
新
年
度
か

ら
は
１
年
目
（
大
卒

含
む
）
は
支
店
の
人
員
と
し
て
カ
ウ

ン
ト
せ
ず
、
よ
り
じ
っ
く
り
育
て
る

態
勢
づ
く
り
を
進
め
て
い
く
。

　

同
行
に
は
預
り
資
産
販
売
を
専
門

に
担
う
「
フ
ァ
イ
ナ
ン
シ
ャ
ル
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
」
が
い
る
が
、
高
卒
の
入

行
４
年
目
で
同
職
に
就
い
て
い
る
者

は
複
数
名
い
る
。
高
卒
入
行
者
は
５

年
目
に
金
融
窓
口
サ
ー
ビ
ス
技
能
検

定
２
級
の
取
得
を
奨
励
さ
れ
て
お
り
、

同
じ
年
齢
の
大
卒
生
が
入
行
し
て
き

た
こ
ろ
に
は
す
で
に
一
定
の
ス
キ
ル

を
身
に
つ
け
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

ミ
ス
マ
ッ
チ
を
防
ぐ

　

高
卒
採
用
は
大
卒
採
用
と
違
い
、

ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
へ
申
込
み
を
行
っ
た

求
人
と
す
る
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ

て
お
り
、
応
募
の
受
付
け
も
ハ
ロ
ー

ワ
ー
ク
、
学
校
を
通
じ
て
行
う
こ
と

に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
た
め
、
ま
ず

は
６
月
に
募
集
要
項
を
つ
く
り
、
７

月
以
降
、
ハ
ロ
ー
ワ
ー
ク
が
受
け
付

け
た
求
人
票
を
県
内
の
商
業
科
（
も

し
く
は
そ
れ
に
類
す
る
学
科
）
が
あ

る
高
校
15
校
程
度
に
送
り
、
職
業
・

職
場
へ
の
理
解
を
深
め
る
た
め
、
応

募
前
に
職
場
見
学
会
も
実
施
す
る
。

　

こ
う
い
っ
た
手
順
を
経
て
、
生
徒

を
推
薦
し
て
も
ら
い
、
面
接
す
る
と

い
う
流
れ
に
な
っ
て
お
り
（
大
卒
採

用
と
異
な
り
、
応
募
者
に
は
必
ず
面

接
を
行
う
こ
と
が
義
務
付
け
ら
れ
て

い
る
）、
面
接
を
経
て
合
否
を
決
定

す
る
。

　

銀
行
で
は
事
務
の
堅
確
性
が
重
要

と
い
う
イ
メ
ー
ジ
か
ら
、
と
に
か
く

ま
じ
め
な
、
成
績
が
よ
い
学
生
が
推

薦
さ
れ
て
応
募
し
て
く
る
こ
と
が
多

今年の新成人祝賀式にて（中央は加藤頭取）。
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い
。
し
か
し
、
銀
行
は
サ
ー
ビ
ス
業

で
あ
り
、
入
行
後
、
投
信
販
売
等
で

顧
客
と
接
す
る
こ
と
を
考
え
る
と
、

コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
は
必
須

だ
。
入
行
後
、「
こ
ん
な
に
多
く
の

人
と
接
す
る
仕
事
と
は
思
わ
な
か
っ

た
」
と
な
れ
ば
、
入
行
し
た
本
人
、

銀
行
双
方
に
と
っ
て
不
幸
な
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
。

　

そ
の
た
め
、
武
蔵
野
銀
行
で
は
、

高
校
の
先
生
と
密
に
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー

シ
ョ
ン
を
と
る
ほ
か
、
進
路
指
導
の

先
生
を
集
め
た
協
議
会
等
で
も
企
業

代
表
と
し
て
話
を
し
て
、
求
め
る
人

材
に
つ
い
て
企
業
と
学
校
に
ギ
ャ
ッ

プ
が
あ
る
こ
と
に
つ
い
て
繰
り
返
し

理
解
を
求
め
て
い
る
と
い
う
。
ま
た
、

高
校
で
行
わ
れ
る
就
職
説
明
会
に
も
、

積
極
的
に
入
行
２
〜
３
年
目
の
Ｏ
Ｇ

を
派
遣
し
、
入
行
後
の
率
直
な
感
想

を
話
し
て
も
ら
う
こ
と
で
、
ギ
ャ
ッ

プ
を
埋
め
る
努
力
を
す
る
。

　

大
量
採
用
で
、
あ
る
程
度
の
離
職

は
や
む
な
し
と
い
う
大
手
企
業
と
は

異
な
り
、
武
蔵
野
銀
行
は
「
せ
っ
か

く
縁
が
あ
っ
て
入
っ
て
く
れ
た
行
員

に
は
仲
間
と
し
て
長
く
勤
め
て
ほ
し

い
」
と
い
う
考
え
が
基
本
。
こ
こ
５

年
、
高
卒
の
離
職
率
は
13
％
前
後
と

低
い
。
育
児
休
業
か
ら
復
帰
し
た
人

も
複
数
名
い
て
、
定
年
ま
で
働
き
続

け
る
こ
と
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

　

そ
の
た
め
、
採
用
で
重
要
な
の
は

「
伸
び
し
ろ
が
あ
る
か
ど
う
か
」

（
高
倉
グ
ル
ー
プ
長
）。
高
卒
の
初

任
給
（
16
万
５
０
０
０
円
）
は
フ
ル

タ
イ
ム
の
パ
ー
ト
職
員
と
そ
れ
ほ
ど

大
き
な
違
い
は
な
い
が
、
帰
属
意
識

に
は
大
き
な
差
が
あ
る
。「
高
卒
採

用
者
は
仕
事
に
対
し
て
一
生
懸
命
で

ふ
ん
ば
り
が
き
く
。
だ
か
ら
こ
そ
、

じ
っ
く
り
育
て
る
こ
と
が
で
き
る
」

（
同
）。
い
ま
で
は
支
店
で
の
受
入

れ
も
定
着
し
、
ど
ん
ど
ん
高
卒
採
用

の
行
員
を
配
属
し
て
ほ
し
い
と
要
望

を
出
す
支
店
長
も
い
る
と
い
う
。

　

労
働
契
約
法
の
改
正
に
よ
り
、
昨

年
４
月
以
降
、
同
じ
職
場
で
５
年
を

超
え
て
働
い
て
い
る
パ
ー
ト
職
員
は
、

本
人
が
希
望
す
れ
ば
無
期
限
の
雇
用

へ
の
切
り
替
え
が
義
務
付
け
ら
れ
る

こ
と
に
な
っ
た
。
非
正
規
雇
用
職
員

で
の
雇
用
の
調
整
が
む
ず
か
し
く
な

る
こ
と
か
ら
、
採
用
プ
ロ
セ
ス
が
複

雑
で
敬
遠
さ
れ
が
ち
だ
っ
た
高
卒
採

用
に
興
味
を
も
つ
企
業
は
少
し
ず
つ

増
え
て
き
て
い
る
。
武
蔵
野
銀
行
で

の
高
卒
行
員
の
活
用
は
一
つ
の
選
択

肢
と
し
て
参
考
に
な
り
そ
う
だ
。

�

（
本
誌
　
江
口
珠
里
亜
）

　

昨
年
６
月
に
ス
タ
ー
ト
し
た
警
察

庁
の
「
マ
ネ
ー
・
ロ
ー
ン
ダ
リ
ン
グ

対
策
等
に
関
す
る
懇
談
会
」
が
12
月

の
第
５
回
会
合
で
検
討
を
終
え
た
が
、

そ
の
報
告
書
が
３
月
18
日
時
点
で
ま

だ
公
表
に
至
っ
て
い
な
い
。
12
月
の

段
階
で
は
「
年
内
に
公
表
さ
れ
る
の

で
は
」
と
の
観
測
も
あ
っ
た
が
空
振

り
と
な
り
、
２
月
12
～
14

日
の
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ
（
金
融
活

動
作
業
部
会
）
全
体
会
合

が
終
わ
っ
て
１
カ
月
が
過

ぎ
る
も
音
沙
汰
は
な
い
。

警
察
庁
は
「（
報
告
書

の
）
方
向
性
を
議
論
し
て

い
る
段
階
」（
組
織
犯
罪

対
策
部
）
と
し
て
お
り
、

な
ん
ら
か
の
調
整
が
続
い

て
い
る
も
よ
う
だ
。
懇
談

会
の
某
メ
ン
バ
ー
は
「
12

月
の
会
合
で
報
告
書
案
の

修
文
作
業
を
終
え
た
。
写

真
付
き
で
は
な
い
証
明
書
類
に
よ
る

本
人
確
認
の
可
否
な
ど
の
論
点
で
Ｆ

Ａ
Ｔ
Ｆ
と
調
整
し
て
い
る
の
で
は
」

と
推
測
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
昨
年
４
月
に
施
行
さ

れ
た
改
正
犯
収
法
の
見
直
し
議
論
を

振
り
返
る
と
、
今
回
と
同
様
の
有
識

者
懇
談
会
の
議
論
が
終
了
し
た
の
が

10
年
６
月
30
日
、
報
告
書
の
公
表
が

７
月
20
日
、
改
正
法
案
の
国
会
提
出

が
翌
年
４
月
だ
っ
た
。
も
は
や
日
本

の
“
悲
願
”
と
も
い
え
る
Ｆ
Ａ
Ｔ
Ｆ

の
第
３
次
勧
告
ク
リ
ア
に
向
け
て
、

今
回
も
報
告
書
の
公
表
の
あ
と
に
は

法
改
正
の
手
続
が
控
え
て
い
る
。
犯

収
法
改
正
に
あ
た
っ
て
は
、
非
居
住

者
の
資
産
凍
結
に
向
け
た
新
法

制
定
や
共
謀
罪
の
導
入
（
組
織

的
犯
罪
処
罰
法
の
改
正
）
な
ど

も
関
連
し
て
審
議
す
る
こ
と
が

検
討
さ
れ
て
い
る
も
よ
う
だ
。

し
か
し
、
共
謀
罪
は
日
本
弁
護

士
連
合
会
や
野
党
な
ど
の
反
対

が
強
く
、
過
去
に
二
度
ほ
ど
廃

案
と
な
っ
て
い
る
経
緯
も
あ
り
、

今
通
常
国
会
で
の
関
連
法
案
の

提
出
を
困
難
と
み
る
声
も
聞
か

れ
始
め
た
。

　

一
方
、
金
融
機
関
側
で
は
昨

年
来
の
「
金
融
モ
ニ
タ
リ
ン
グ

基
本
方
針
」
に
基
づ
く
金
融
検
査
に

お
い
て
「
検
査
官
か
ら
マ
ネ
ロ
ン
対

応
に
つ
い
て
と
く
に
厳
し
い
指
摘
を

受
け
た
と
の
声
が
多
い
」（
コ
ン
サ

ル
タ
ン
ト
）
と
い
う
。
現
状
で
は
、

マ
ネ
ロ
ン
報
告
書
や
法
改
正
の
動
向

よ
り
も
、
検
査
対
応
へ
の
関
心
の
ほ

う
が
高
く
な
っ
て
い
る
よ
う
だ
。

マネロン懇談会報告書の難産を尻目に…
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高卒採用の取組み

●高卒採用再開

・平成１８年度から再開（１０年ぶり）

・当初はＣＳＲ的な視点から（県内高卒者の就職率低下への対応）

●高卒新卒者の特徴

・事務面の即戦力（高校時代に電卓、簿記等の職業訓練）

・働く覚悟（早期の卒業後の就職希望、「憧れの職業」への想い）

→当初の期待以上の戦力として活躍

●高校との連携

・銀行業務に関する学校側の正しい理解

→「銀行＝事務職」のイメージを払拭する働きかけ
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